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 [授業の概要・目的]
工学部物理工学科クラス指定の物理学基礎論Bを習得していることを前提に、電磁気学の基礎であ
るマクスウェル方程式を詳述するとともに、真空や物質中における電気的・磁気的性質について講
述し、古典電磁気学の基礎を習得する。

 [到達目標]
電磁的な現象や物質の電気的・磁気的な性質を基礎となるマクスウェル方程式から理解する。

 [授業計画と内容]
授業で扱う内容は以下の通り。なお、授業回数はフィードバックを含め全１５回とし、各項目あた
り２～３回で進める予定。
1. 電磁気学における基本的物理量の意味、電界、電位、電束密度、
    磁界、磁束密度など　
2. 異なる物質境界での接続条件
3. 導体・誘電体・磁性体の性質
4. 電磁誘導
5. マクスウェル方程式と電磁場のエネルギーなど

 [履修要件]
物理学基礎論Ｂを履修していることが望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
期末試験に基づき評価する。レポートの提出状況を参考にする場合がある。

 [教科書]
適宜プリントを配布する。
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
適宜プリントを配布するので、講義をもとに自学することをすすめる。

 [その他（オフィスアワー等）]
この授業は工学部物理工学科２回生にクラス指定されているが、他の学生も受講可能である。ただ
し受講者が多い場合には履修制限を行うことがある。


